









































































































































































































































































































































































咄　　　胴T冗　冗 22 0 318 0 3 103 2．9
絵　入 22 3 256 L2 12 60 20．0





















署 東　京 横　浜 他地域 不　明
読　売 103 69（3） 2（0） 12（0） 20（0）
絵　入 60 44（10） 1（0） 2（0） 13（2）
























ﾚ盛 総数 です でせう でした 総数 です でせう でした
読　売 22 0 0 0 0 5 5 0 0
絵　入 22 3 3 0 0 16 14 1 1









新聞日数 腕輪 形動 もの こと はず の そう よう お～ ません その他 です総数
芸dヒ　　　＝ヒﾑ冗　　冗 22 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 2 5
絵　入 22 2 1 5 0 0 2 4 1 1 0 3 19
仮名読 15 19 2 10 4 1 6 39 0 1 1 2 85
に対し，「もの」「こと」「はず」のような形式名詞，準体助詞「の」に続く「です」や，助動詞「そ
うだ」「ようだ」の丁寧形といういわゆるモーダルな表現に表れる「です」は全体で74例見られる。
特に目立つのが「そうだ」の丁寧形で，金体の39．4％を占めている。「そうです」の用例のほとん
どは新聞欄のものなので，新聞記事という性格による伝聞表現への偏りはあろうが，これらの数
値から，モーダルな表現に「です」が多く表れるという傾向が窺われる。
　活用語に続く形としては，三紙とも，現代語のように形容詞に続く形は見られなかったが，『仮
名読gに「ませんでした」の形が1例見られた。伊読売g『絵入』では，「ませんでした」の形はな
く，次に示すように「ましなんだ」「ませんだった」の形が使用されている。なお配仮名読渥でも
「ませんでした」とともに「ませなんだ」の形が見られた。『絵入2のM8．11．17の「雑報」欄の記
事では，同じ文章中に「です」が使用されていながら，「ませんでした」ではなく，「ましなんだ」
が使われており，過渡期的な様子が窺われる。
　　　　　にッぼん　　　　し　へ　　わた　　　　こと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かきかた　　うそ　　　　　なに　　かい　　　　くさ
　○むかし日本への獅子の渡ツた事がありましたそうだ（略）どうも書方が虚だから何を書ても艸
　をりてふ　　といたおとし　かへ　　　ねずみ　　　　　　　まツたいら　すこ　　　ふくら
　折帖か戸板穽に掛ツた鼠のやうに難平で少しも脹みのあるものはござりませんだツたが（略）（読
　売　M8．8．28　害書　深川住横川清治）
　　　わたくし　だんじるし　すこ　　けんやく　　よこてう　　け　い　　　　ひと　　とつ　　　よみうり　　えいりしんぶん　　か　　　　もら　　　　　　　たびノ　
　○（略）私の旦印は少し倹約の横町へ這入った入で疾から屡報か縮入新聞を買って貰みたいと度：々
　ねが　　　　　　　　　　　　あれ　　む　だ　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　とん　　きへいれ　　くれ
　願ひますけれども彼は無駄なものとばかり云はれて頓と聞入て辞ませなんだが（略）（仮名読M
　8．ll．13　寄書　丁稚零幸）
　　　　くわぞく　　　　　　　しそく　　　　　　　　したくれう　　　　　げつきう　　　　　　せわれう　　さうたう　　　　　　　　　めかけ　○ある華族さまだか士族さんだかゴ支度料五拾圓月給は十圓で周旋料も相當に繊さうから樺妻
　　せ　わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おたのみ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きんべん　の周旋をして臭うと出入の者へ御筆なすった所が其出入の人の近傍に名を花といって年は十八
　　　　　　　むすめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えん　　かぐら　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はな　ばかりに成る劉品が有たさう重（略）十〇で紳樂も舞ひをさまりましたとをかしい咄しをしな
　　　　　　　　　　　たねとり　　　　　　きい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　がら行た人のあとから探訪者がついて聞てきましたがをしいことに其人の名まへをはなしまし
　なんだトサ（絵入M8．1L17雑報）
3．3．まとめ
　さて，明治8年ll月の小新聞三紙において，「です」がどのような状況にあったかを比較してき
たが，当時の三紙においては，「です」の出現状況がかなり異なることがわかった。まず，新聞欄
では『仮名読』は積極的に「です1を使用しているが，一方『読売』『絵入』では，「です」はほ
とんど使用されていなかった。
　投書欄における「です」では，『読亮』と他の二紙で出現数にかなり差異が見られた。これは先
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にも述べたが，印紙の読者層或いは投書者層の差異によるものと考えられる。投書者の居住地や
職業に関しては，東京では下町在住者が多く，また狭斜関係の人物の投書に「です」の用例が見
られるのは三紙に共通していた。さらに『仮名読』の用例は，「です」使用者が横浜在住者に多いこ
とを示しており，「です」の使用者の地域，あるいは階屡を考える上で重要な示唆を与えている1。。
　全体としては，三紙の小新聞に現れる「です」の量はあまり多いとはいえない。しかし，会話
調の文に多く見られる点や，接続詞や終助詞が下接するものがかなりあることを考えると，当時
の実際のm頭語においては，新聞に兇るより使梢される場面が多かったのではないかという可能
性が推測できる。
　「です」の活胴，上接語に関しては，まず活用面では終止形以外の活用があまり見られず，活用
語のバラエティーがまだ貧困であることがわかった。上接語の薦では，モーダルな表現に多く表
れる傾向があること，現代語のように形容詞に続く形が見られないことが確認された。また「ま
せんでした」に関しては，「ませんだった」「ませ（し）なんだ」と併存し，ゆれている時期である
こと，『絵入sのM．8．11、17の記事に見られるように「です」を使用しながら，「ましなんだ」を
使用しているという点で，「です」と「ませんでした」の浸透の時間差を窺うことができた。
4．おわりに
　以上のように，明治8年11月の三年の小新聞における「です」の使嗣状況を中心に分析し，「で
す」の使用者，活用，上接の面で偏りが見られる点を指摘した。が，小新聞における調査は，先
にも述べたようにあくまで談話体という一つの文章形態の中での「です」を探るものなので，当
時の実際の口頭語の使用状況がどの程度反映されているかは，同時代の会話資料と比較しないと
明確にできない。
　今後は，同時代の目頭語の資料である様々な洋学会話書に見られる「ですJ11の状況との比較等
により，今回の調査が，当時の談話体という文章形態としての「です」の一つの状況であるのか，
当時の口頭語としての「です］の状況を反映したものであるのか，その意味を明らかにし，明治
初期における「です」の様相を，さらに多蔭的に分析していくことを課題としたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　小島俊夫（1959），辻村敏樹（1959），松村明（1990）等。
2　「江戸の一般艮」という定義は，拙稿（2000）で「他国出身者を除くほか，芸人や芸者，遊女，そ
の他幕間や箱廻しなど，狭斜で働く人物以外」と規定したのに準じた。
3　注2の拙稿（2000）の調査による。
4　この呼び名は，進藤（1959）（研究の詳細については注5参照）での使用に準じた。
5　進藤（1959）では，明治初期に発刊された読売新聞，東：京絵入新聞，仮名読新聞（以下『読売i『絵
入』『仮名読』とする）の三紙の小旧聞の二二衰現の調査を行っている。これは，三三の明治10年2
月から3月までの7目分の記事を無作為に選んで，その文末を調査したもので，それによると，
文末に「です」体が使用された例は，『読売』では調査文数294文中には見られず，『絵入』では調
査文数177文中7：文，『仮名読』では，調査文数371文中7文であったとしている。進藤は，この調
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　査の中で，「です」に終止形以外の活用形が表れていることを措沖し，「文章の用語として登場し
　ているところに，丁寧体としての一代的摺法が見られるliと述べている。
6　藤原（1979）では丁寧表現法の方書の一つとして「ゴイス」をあげているが，その中に「申告地方
　では，いま一つ，山梨繋下で「ゴイス」ことばのさかんなのが注鼠される」とある。
7　資料を統翫的に扱う点では『仮名読』が日刊となる明治9年9月を取り上げるべきであったが，
　のちに明治初年の洋学会話書（『会話篇s明治6年刊等）における「です」の様相と比較することを
　考え，今回はできるだけこれらの洋学会話書と時期の近いものとして，明治8年11月を資料とし
　た。興し，注10に記すように，明治9年9月の貼紙も参考として調査している。
8　この広告が最初に載ったのは土屋（1992b）によると，明治8年10月15日の横浜毎日新聞である。
9　注2の拙稿（2000）の調査による。
10　これらの相違が，先に述べたように地域的な関係があるのか，読者層を考えた編集者の方針で
　あるのかを探るため，『仮名読謬が9刊となる明治9年9月目三紙についても数値調査を行った。
　　その結果，「薪聞J欄では，『読売g（26目分）が記事件数633件中1件，『絵入m（二H分欠損があり，
　2媚分）が359件中42件，『仮名読』（26H分）が435件中17件であった。明治8年11月と比較すると，
　『読売』にほとんど「です」の用例がないのは同じであるが，伊仮名読』と，『絵入』とでは，数値：
　が逆転し，『絵入gに「です」が多く使用されていることがわかった。『絵入』は，明治8年12月
　に編集長が萬畠藍泉から前島和橋になった。さらに明治9年9月時点では，編集長は前田健次郎
　であり，トップの交代がはげしく，これにより足癖」欄の言葉遣いに変化が見られるのではな
　いかと推測される。
　　また，「投書」欄の「です3使用者は，『読売』が記事件数103件中4件，『絵入sが60件中17件，
　『仮名読』が94件中17件で，数値より明治8年11月と同様，やはり『読売』と，『絵入』伊仮名読』
　の投書者との相違が窺われた。さらに明治9年9月の『仮名読』でも投書者の中で，「です」を使
　揺する人物に横浜の在住者の割合が多いことが見られた。この明治9年9月の三紙の「です」の
　用例に関しては，今後，さらに用例の内容について細かく分析していく予定である。
ll洋学会話書における「ですjの研究は松村（1970，1990）などが著名であるが，今後はこれらの研
　究を踏まえ，同時期との漸聞資料との比較から，明治初期の「です」の様相を探っていきたいと
　考えている。
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